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目くばり、気くばりを怠らないよう楽しい体

験へと導くだけです。
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香長小学校

～物部川に感謝する日～　のぞいてみんかえ物部川　（2015年2月22日）

巻末資料 4

- 35 -



- 36 -



- 37 -



- 38 -



君たちは、誰。

わたしたちは、しん・りん・じゃー。しんりんじゃー。シカを探しているんだ。

どうしてシカを探しているの。

では、きみたちに森林の現状について教えるよ。

●これを見てくれ。これは今から十二年前の森林だ。下草やササがあって、緑いっぱいだろう。

きれいだね。今の森林はどうなっているの。

●今の森林はこうなっている。昔と比べて荒れているでしょ。

縁が少なくなっているね。

ササの葉を食べたのは誰なの。

あ、誰かいるよ。

（シカ入場）

おいらたちは木を食べたりして、森を荒らしてるシカだよーん。

あいつらが増え続けると、森林が荒れて、このままだと森林がダメになってしまう。

よしあいつらを倒そう（シカに銃を向ける）

（シカすわりこむ）まってください。うたないでください。

ぼくたちはが、ササや下草を食べるのには理由があるのです。

食べ物がなくなって、お腹が減って、仕方なく木の皮を食べているのです。

そうか、きにたちにも理由があるんだりん。

こんなにシカが増えてしまったのは、どうしてなんだろう。（退場）

ｐｐ

●５今、森林がこうして荒れてしまったのは本当にシカのせいなのでしょうか。その原因は、

私たち人間にあるのかもしれません。このことをくわしく考えてみましょう。

●みなさんは地球温暖化を知っていますか。

６地球温暖化とは、二酸化炭素が増えすぎて、地球の温度がどんどん上がっていくことです。

今、私たちがこうして発表している間も、地球温暖化が進んでいるのです。高知県でもこの

○年間に〇度気温が上がっています。日本の二酸化炭素排出量は、世界で五位なのです。

では、二酸化炭素はどのようなものから出るのでしょうか。それは、自動車や工場、燃える

ゴミ、冷蔵庫、テレビ、エアコン、照明、給湯などからです。これらはすべて、人間が作

り出したものです。

●その地球温暖化が進むと、シカの育ちやすい環境になり、シカが増えます。シカが増え

続けると、木の幹、下草や葉を食べて、森林の働きがおとろえてきます。そうすると、わた

したちの生活にも影響が出てきます。

●では、森林と人間との関係について考えてみましょう。

森林が、二酸化炭素を吸って大きくなり、ぼくたちが吸う酸素を出してくれます。ぼくたちは、

森林が出す酸素を吸い、二酸化炭素を出しています。このように人間は森林がないと生きて
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いけない存在です。このように、森林とわたしたちは助け合っているといえるのです。先ほ

どのように、シカが増え続けると、森林面積が減り続け、私たちは生きていけなくなるのです。

だから、皆さんも少しでも森林を守るために活動をしてください。

劇（子ども、森林ジャー入場）

７森林を守るためにはどうすればいいの。

●方法は四つあるんだ。一つ目は、二酸化炭素の排出量を減らすことだ。例えば、節水や

節電をすることだ。二つ目は、間伐をすることだ。三つめは、ラスまきをすることだ。四つ目

は木を利用することだ。例えば、紙を無駄なく使うことだぜ。

いろんな方法があるんだりん。

きみたちにもできることがあるりん。

節水とか節電とかなら、ぼくたちにもできるね。

そうだね。

（全員並ぶ）

●８わたしたちが今までやってきた森林を守る活動は、五つあります。

一つ目は、さおりが原に行って稚樹にラスまきをしました。二つ目は、大法寺に行って間伐

体験をしました。三つめは、森林のことを知ってもらうために六年生を送る会や今日の催し

で発表しました。四つ目は募金活動をしました。これからの予定では、わたしたちが一二年

生を森へ連れて行って森林の楽しさについて教えようと思っています。

●９みなさんもぜひ森林を守ってください。

（全員で気持ちを込めて）みんなで守ろう大切な香美市の森林を！

●１０香長小学校からのクイズです。

ぼくたちがこれまで学習してきた中で、森林を深刻にさせている一番の原因とかんがえたの

は何でしょう。

１シカの食害

２自然災害

３間伐をしないこと

４人間の生活

これで香長小学校の発表を終わります。気をつけ、礼。（正しく礼）
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学習発表会『forest レンジャー参上！』

香長小学校5年生

～物部川に感謝する日～　つながっちゅうがで物部川　（2019年3月17日）
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０ 四年生の続き

川の生物派

ある夏の日、川遊びが大好きな仲良し三人組が今日も川にやってきました。

「川が今日もやっぱり、にごっちゅうね。」

「こんなに、にごっちょったら魚も住めんなる。」

「去年、常石さんと一緒に勉強して生き物と人間、お互いに折り合いをつけないかん！

って、みんなあで考えたにねー。」

「どうして、川の水がこんなに濁っちゅうろう。」

「そういえば、四年生の社会科の本に、川の水を守るために山を守っているって書いてあったよ。」

「山はいったい、どうなっちゅうろう。」

「そうだ！山へいってみよう！原因がわかるかもしれん！」

「行ってみよう！」

⑴ さおりが原

　香長小学校五年生が川の濁りの原因を探しに山奥のさおりが原にやってきました。

　　「やばー。草がない。ここ本当に森なが？」

　　「かれちゅうで。雨がふらんきかな？」

　　「そういえば、間伐の時に暗いところの木たちは、元気がなかったで。」

　　「けんど、ここは光が当たって、そんなに暗くないし～！」

　　「そう言えば、依光先生が山の草や木がシカに食べられゆうって教えてくれたね。」

　　「ここにもシカが来ゆうがやろうか、シカは本当に木までも食べるがやろうか～？」

　　「わからんことだらけや～。」

　　「教えてー！常石さん！」

　　

　　「はいっ、ひょっこりはん！」

　　「わしが、自然の博士、常石じゃ。確かにここら辺の草は全部シカが食べちゅうがで。」

　　「えーーーー！」

　　「この食害が森を荒らして川が汚れる原因の一つになっちゅうが。」

　　「シカは他にも何か食べるが？」

　　「木の皮や、実、花、稚樹っていう木の赤ちゃんも食べるがで。」

　　「えー！かわいそう。」

　　「シカから稚樹を守れんがかなあ。うーん。」

　　「そういう時はこれ、ラス巻きじゃ。」

　　「何それ。そんなんで稚樹を守れるがー？」

　　「守れるき、やってみちゃおう！」

　　「うん、やって、やってー。」

　　「まず、稚樹を見つけてラスで囲ってこれをこの支柱で固定するが。簡単やろ。」

　　「うん、簡単。これだけで稚樹を守れるなんてびっくりやね。」

　　「私たちもしてみよう。」
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　そこで五年生も実際に教えてもらったようにラスを巻いて稚樹を囲いました。

　　「シカから守れるように、すき間なく強く固定するで。」

　　「香長小学校は五年前からずうっと稚樹を守ってきたがよ。ほら、この稚樹はどれぐらい大きくなったか測って

みて。」

　　「去年の記録と比べたら、10㎝も大きくなっちゅう。」

　　「今の六年生もラス巻きをして、稚樹を守ったがやね。」

　　「これからもずっと守っていきたいね。」

　　「次の五年生にも受け継いでほしいね。」

　　「知っちょった？この稚樹があの大きな木になるまで、約50年もかかるんだよ。」

　　「えー。そうなが。こんなに小さい稚樹が、あんな大きな木に？知らんかった。」

みんなで稚樹がどれぐらい成長したかを調べて、しっかり固定したり、大きさに合わせてラスを広げたりしてシカ

に食べられないようにしました。

　

⑵ 食害

　その後、森林の植物を食べるシカのことが気になり、杉本さんに食害や有害動物について教えていただきまし

た有害動物とは、自然や人間、畑の農作物に危害を加える動物のことで、例えば、サル、イノシシ、シカなどの動物

がいると学びました。

　　「杉本さん！食害って何ですか？」

　　「有害動物のシカが何かするがかな？」

　　「そうそう。さっき言った有害動物が植物のササ、木の皮を食べてしまうことだよ。最近は、森に食べられるも

のがなくなってきて、私たちの暮らす集落にまで下りてきて、畑を荒らしているんだよ。」

　　「そうやったがや。あんなに広い森の中でも、食べられるものがなくなるがやね。」

　　「私のおじいちゃんとおばあちゃんも畑が被害にあって、とっても悲しんじょったで。」

　　「今までがんばって育ててきた野菜を食べられて、畑を直すのにも時間がかかったわ。なぁ、ばあさん。」

　　「そうそう、おじいさん。畑を直すまでスーパーに野菜を出せれんかったき、収入がなくて暮らしが大変やった

ねえ。まったく、どうしたらいいんじゃ・・・。」

　　「わしと、ばあさんを救える手はないのか。」

　　「困りましたね、おじいさん。」

　　「シカとイノシシをどうにかする方法はないがかな？」

　　「あっ、そうや。畑をフェンスで囲ったら？」

　　「フェンスをしても入ってくるがよ。」

　　「じゃあ、捕まえたら？」

　　「そうやね、それいい。」

　私たちは実際に狩猟について聞いたことを再現してみました。
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⑶ 狩猟

　ある日二人の猟師（新人とボス）が森に狩りに出かけました。

　「ここはいっぱいシカやイノシシがいるから頑張ろう。」

　　　　　　　　↓歩いていくと・・・。

　「あっ、シカがいた！」（大声）

　　　　　　　　↓シカが逃げる。

　ボスが新人を叱る。

　　　　　　　　↓

　二人がワナを設置する。（箱わな・くくりわな）

　　　　　　　　↓イノシシ出てくる。箱わなに入る。人のにおいや鉄のにおいをかいで逃げる。

　においを消して、今度はくくりワナを設置する。

　　　　　　　　↓イノシシ、かかる。狩る。

　「よし、血ぬきをしよう。」

　　　　　　　　↓（血ぬきをする様子）

　「どうして血ぬきをするの？」

　「血ぬきをしないと、肉がくさくなってしまうんだ。だから、なるべく早く血ぬきをするんだ。」

　「へぇー・・・そうなんだ。」

　　　　　　　　↓イノシシを運んでいく。

　「あっ、あれってしかじゃない？」

　「本当だ！」

　「じゃぁ、あのシカをつかまえよう。」

　　　　　　　　↓「パーーーーーーン！」

　　　　

　シカも運んでいく。

　　　　　　　　↓

　「ジビエ料理のプロ、西村直子さんのところへ持っていくか。」

⑷ ジビエ➡料理の曲を流す。

　　「西村直子です。よろしくお願いします。」「よろしくお願いします。」

　　「シカは日本が一番多くて安いけど、外国ではシカがあまりないからとっても高いんです。」

　　「そうだったんだ。・・・でもあんまりおいしくなさそう。」

　　「うんうん、牛肉の方がぜったいおいしい！」

　　「それは、シカやイノシシがおいしくなる調理の仕方ができてなかったからだよ。」

　　「わたしにまかせなさい！」

　　　　　　　　　　↓調理を始める（音楽）できあがり。

イノシシ…山に食べ物がないんだ。

　　　　　俺たちだって、しょうがなく

　　　　　畑の食べ物を食べているんだ！

シカ…俺だって食べる物がないから、

　　　仕方なく木の皮をはいで食べて

　　　いるんだ！
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　　「はい、出来上がり。」

　　「おいしーい！」「いくらでも食べられるー。」「この舌の上でジビエがはじけて、最後はとろける～。

　　「まさに、ジビエはお肉の宝石箱や～。」

　　「ありがとう、西村さんのおかげでジビエがとてもおいしいってことがわかりました！」

　　　　　　　　　↓

　シカ肉がおいしいと知った子どもたちは、ジビエのことをもっと知りたくなり、社会科見学で梼原町にある「ジビ

エの里」に行くことになりました。

　　「こんにちはー。」

　　「まず、ジビエカーについて説明します。この車は全国に一台しかなくて、今は梼原町にしかないんですよ。」

　　「そうなんだー。おー。すごい。」拍手

　　「汚れた手でお肉を触るとおいしくなくなってしまうから、水もドアもセンサーで出たり開いたりできるように

なっているんだよ。」

　　「そのジビエカーはいくらするんですか？」

　　「いくらだと思う？①２００万円　②１２００万円　③２２００万円（全校にクイズを出す）」

　　「答えは③２２００万円です。」

　　「えー、高い！フェラーリが買える！」「家も買えるー！」

　　「じゃあ、さばいた後に残る骨はどうしていますか？」

　　「シカの骨はペットのおやつにしゆうで。命をいただいちゅうきね、骨まで使ってむだにせられんがよ。」

　　「なるほど～！」

　　「シカはお肉もおいしいし、骨も再利用できるし、じゃんじゃん捕まえていっぱい食べたらいいんじゃない？」

　　「そうやそうや、香美市の山に食害も起こして、山が荒れゆうき、いっぱいつかまえて食べたら良いがよ～！」

　　「香美市の山は、宝の山や～！」

　　　　　　↓プラカードを持って全員登場！

　　「ちょっと待ち～！！」

　　　　　　↓

　　杉本さん・常石さん

　　「おいしいおいしいといって何でもかんでも動物を捕ったらいかん！動物にも命がある。その命をいただきゆ

うがやき、人間の勝手で命を無駄に奪ったり、いっぱい食べたいき言うて、捕まえすぎたりしたらいかん。川の

生き物の時と一緒。人間も動物も一緒の世界で共存していく大事な仲間。お互い折り合いをつけて、生きてい

かないかん。

　　　　　　↓音楽

　全員「川を守るためには、

　　　1 山を守ることが大事！

　　　2 川も山も生き物も人間も　みんなあ　つながっちゅう！

　　　3 みんなあ　大切な仲間やき！
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編 集 後 記

　報告書を作成するにあたり、まず誰に向けて、どうやってまとめ上げたらいいのか整理が

つかず、随分と悩みました。今また編集後記書きに詰まっています。動くことはいとわぬ性

格ですが、慣れぬ俄か作家には、荷が重い用事でした。ほんまに時間を要しました。

　とはいってもコロナ禍で諸活動ができなかった場合には、長年お世話させていただいてき

た「奥山自然林の学校」のまとめをするからと契結びを交わしていた物部川ふるさと交流推

進協議会の事務局との約束を破るわけにはいきません。そんな事情もあり、恥を顧みず、こ

の機会にとまとめさせていただいたのが本報告書です。錆びかけていた脳にエネルギーが注

入され、おかげでボケ防止になりました。なので感謝しないといけません。

　それと標準語ではようしゃべれんし、活動内容をうまく標準語化するのは到底無理なので、

土佐弁だらけとなりました。これも事務局の南国市にこんな内容（土佐弁表現）で良いか確

認をとり、了解済です。お許しください。

　さて、先日香長小学校へ写真提供をお願いしに上がった折、校長から＜この前『奥山自然

林の学校』へ手伝いに来てくれちょった○○さんが、やっぱり現場へ行ってみんとわからん

ねえ。地表は砂利だらけやもんねえ……。「ひどいことになっちゅうらしいねえ（知ったか

そ）。」みたいな感じで他人事風に返してきた夫に気合を入れたらしいよ。＞みたいな話を聞

きました。まっことえい話です。こうした広がりが大事やと思います。

　ご承知のように、自然の恩恵に与らない人、そして生き物はいません。できるだけ多くの

方々に奥山の自然の現状を知ってほしい。そしてそこに立って自然保護意識を高めてもらい、

何かできることを考え、実践してほしい。本報告書は、その一歩を踏み出すきっかけになれ

ばとの思いで、生徒たちの活動の軌跡を基軸に現場の姿をご紹介させていただいたものです。

　精一杯淀みが少なくなるよう、ああでもないこうでもないを繰り返し、写真を味方に臨場

感を醸し出す努力は試みてみたつもりですが、どう言うたち素人です。文章構成力の弱さか

らくる、くどさ、ねちっこさ等は否めません。「ごめんなさい。」です。

　最後に、自分の立ち位置を考え、今後も「人の心に木を植える」活動は継続していきたい

と考えますが、問題はいっしょに指導者として行動を共にしていただける仲間が気力体力限

界を感じ、年を追うごとに減ってきていることです。どなたか、わしで良かったら、あたし

で良かったらボランティアをやってみたいという方がいらっしゃれば、当会へご連絡下さい。

お待ちいたしております。

物部川21世紀の森と水の会

事務局　常石 勝
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